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比井野川

内川

米代川
（能代橋）

悪土川

檜山川

久喜沢川

　
地
域
の
環
境
を
監
視
す
る
た
め
、
市
で
は
毎
年
、
川
や
海
、
沼
の
水
質
調
査
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
（
調
査
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

●
川
の
水
質
状
況

　
水
の
汚
れ
の
度
合
い
を
数
字
で
示
す
Ｂ
Ｏ

Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
は
、
ほ
と

ん
ど
の
川
で
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す

が
、
一
部
で
環
境
基
準
を
超
え
る
川
が
あ
り

ま
す
。
原
因
と
し
て
、
生
活
雑
排
水
な
ど
の

影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
川
を
汚
さ
な
い
た
め
に

　
川
が
汚
れ
る
原
因
は
、
生
活
雑
排
水
や
工

場
・
事
業
場
か
ら
の
排
水
、
油
漏
れ
、
農
業

排
水
の
流
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
生
活
雑
排
水
の
汚
れ
の
大
部
分
を
廃

食
用
油
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
廃
食
用
油
は
台

所
か
ら
流
し
た
り

せ
ず
、
廃
油
回
収

を
利
用
す
る
か
、

新
聞
紙
な
ど
で
吸

い
取
り
、
燃
え
る

ご
み
と
し
て
出
す

な
ど
し
て
く
だ
さ

い
。

の
し
ろ
み
な
と
祭
り
で

ご
み
分
別
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る

　
　
　  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
分
別
に
努
め
て
お
り
、
会
場

で
分
別
案
内
す
る
方
を
「
ご
み
ナ
ビ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
14
日
㈰
に
は
、
能
代
港
中
島
ふ
頭

で
「
の
し
ろ
み
な
と
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
当
日
ご
み
ナ
ビ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
７
月
14
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
ご
ろ

対
象　
高
校
生
以
上
の
方
お
よ
び
保
護
者

同
伴
の
小
・
中
学
生

募
集
人
数　
30
人
程
度

申
し
込
み　
６
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
（
89
・
１
７
６
９
）
、
Ｅ
メ

ー
ル
（kankyo@

city.noshiro.lg.
jp)

で

問
合
せ　
環
境
衛
生
課　
☎
89・２
１
７
２

水
質
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

川の環境調査測定地点川の水質調査の結果

※米代川調査は国土交通省で行っています。
※檜山川、久喜沢川の調査は年１回です。

秋田県
水の緑のマスコット
　　　　　　「森っち」

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）（※1）
30年度平均値

６月は環境月間です
　１９７２年６月５日からスウェーデンの首都ストックホルムで
「国連人間環境会議」が開催されたことを記念し、国連で６月５日を
「世界環境デー」と定めました。　
　日本では平成３年度から６月の１カ月間を「環境月間」として、全国でさまざまな行事
を行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　環境衛生課☎89－2173

《用語説明》
※１　ＢＯＤ(生物化学的酸素要求量) 
　水の中に含まれている有機物質を微生
物が分解する際に消費される酸素の量。
数値が大きいほど汚れが大きい。
※２　環境基準  
　人の健康を保護し生活環境を保全する
上で維持されることが望ましい基準。生
活環境の保全に関する環境基準では、河
川を６種類の水域に分類し、その水域毎
に基準を定めています。
　▶米代川（能代橋） 　３mg／㍑
　▶檜山川　　　　　　５mg／㍑
　▶その他の河川　　　２mg／㍑


